




要    約:従来日本の新生児施設で入退院台帳データベースとして広く使用されていた.

MS-DOS 版のデータベースソフト"桐 Ver.5" (管理工学研究所)で蓄積された日本語病名項

目を Windows95 版のデータベースソフト"Access95" (マイクロソフト)上で利用するため,

猪谷らが作成した"ファイルメーカー Pro" (クラリス)上の"新生児 ICD-10 病名コード"

［1］新生児病名コードをもとにして変換する一括処理プログラムを桐 Ver.5 上で作成し

Windows95 上のデータベースで使用できるようにした.


